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試業規程は大同小異であるので敢て記さぬ。但、本校部と著しき相違があるのは、全科を卒ｂたる者に對して施
行せる卒業試問であって、該規程も十六條より成り、相當困難であったことが察せられる。かくして卒業試問に
及第したる者に授與せらるべき卒業證書には、各科目の下に、各試問委員の官位動姓名捺印の後、部長も同様に
署名押印し、「嘗學部長何某ノ證明ヲ認了シ第五高等中學校ノ印ヲ針シ予ノ名ヲ署己として、年月日の上に校印
を押し、第五高等中學校長官位動姓名捺印せろは云ふまでもない。
生徒心得第一款九項及び第一一款五項の根本は、本校部と鍵はないが、中に就いて、第一款第六項に、「生徒ハ相
互一一金銭ヲ貸與スヘカラサル事Ｌ、第七項に、「政治時勢ニ關スル議論演説投書其他一般ノ風紀ヲ風シ及靜論ヲ妨
害スル等ノ所行アルヘカラサル事」、第八項に、「生徒ハ部長ノ許可ヲ得ル一一非サレハ本部ノ内外ヲ問ハス多衆集
合スヘカラサル事」、第九項に、「命令及示達等ハ決シテ誹議スルヲ容サス直一一之ヲ服行スヘシ若シ命令一一於テ不
便アリトスルモ必ス服行シグル後一一非ラサルハ敢テ梱訴歎願等爲スヘカラサル事」等は、本校部のそれと鞘趣を
殊なるものがあり、寄宿舍規程の中、第九十四條の「食堂一一在テハ極テ靜粛ヲ旨トス可シ決シテ食物ノ粗豐良否
等ヲ談スベカラス但賄方一一不都合ノ事アラバ総テ舎監一一申出ツペシ生徒直接一一是非スル事ヲ禁ズ」もさることな
がら、第九十五催の、「小説稗史ハ勿論課業上必要ナラザル書籍及新聞紙等本部ノ試可ナキモノヲ閲覧スベヵラ
ズ」に至っては，恂に今昔の感に堪へざるものがあるのである。
尚又、順良・信愛・威重の氣質を鍛錬し、紀律を保持する爲に、生徒編制規程入條を設け、在舍と通學とに拘
らず、生徒總員を一一つの畢生團に分ち、一一一年四年の生徒を以て第一學生團と稲し、一年一一年を以て第二畢生圏と
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入墨の時期は、申すまでもなく新學年の九月十一日であるが、時宜により臨時入學を許すこと画し、入學を許
すべき者の年齢は、第一年級に於ては十七年以上、第一一年級に於ては十八年以上、其餘は之に準することとと
し、第一年級志願資格は、品行端正、身鵠健康にして、高等中學校豫科、或は尋常中學校の課程を卒へたる者、
若くは之と同等以上の學力を有する者たるべく、前記の豫科及び中學の卒業證書と有せざる者に對して肱、相當
の試験を行ひ、第一一年級以上の志願者に對しては、先づ第一年級に入るべき學力試業及び鵠格検在を経たる後、
當該級生徒の履践せし諸學科の試業を受くへく、但、高等中學校溌科、或は中學の卒業者に對しては、前項の如
く第一年級に入るべき學力試驍は之を除き、而して入學試業に合格せる者が、募集定員を超過する時は、更に合
格者の内に就いて選抜することとされてゐたものである。
而して規則第一一十二條に從へば、「生徒ハ總テ寄宿舎一一入ラシムル者トス但シ巳ムヲ得サル事故アルモノハ父兄
若クハ之一一代ル可キ充分ナル監督者ノ許一一アルモノ一一限り願一一依り通學ヲ許ス事アルヘシ」として、明かに全寮
主義を採ったが、経費上の都合を以て、二十一一一年一一月末日限り當分魔止の旨、吉田部長より、校長代理文部省
参事官西邨貞氏宛開申してゐる。
又、無届欲諜者に對して行状黙を減ずることや、退學せしむく含條件等は本校部と愛ｂなく、其他の進級及び
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職員はｂ陸軍一等軍警教諭吉田健康氏を部長とし、教諭には、古田氏の外、大谷周庵、田代正、栗本東明、高
畑挺一一一・高山尚平・牧田安藏・關成治・大西小三大の諸氏で、助教諭は、藏田孝貞・東次郎・森永伊吉・里見健
篝・高屋賀祐・秋吉季五郎・鈴木貞政の諸氏・嘱託教員は、歩兵大蕾尉高柳信昌。池邊榮次郎・關屋十八・中村準
の諸氏、舎監は書記野村精一・退職歩兵少尉蓑田春堯の一一氏、書記は野村氏一名、傭員は、右田富七郎・京直温・
一一一輪與市・角尾好義・稻葉鶴太・友情讓・｜瀬雄三郎の諸氏、嘱託事務員は島田順七・鹿兒島時成の一一氏である
が、鵠操科婚當に、助教諭二名と囑托教員三名があったことは、入學式の際に於ける軍隊編成や軍歌高唱と共
に、注目すべきことではあるまいか。而して讐學部に於ても、兵式鵠操を課する關係上、一一十一年六月八日付を
以て、文部大臣宛、エンピール銃一一百挺購入に就いて伺書を出してゐるのである。
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穗し、各學生團を四分して畢生小團と爲し、畢生小團を二分して畢生小團と篤し、之を更に二分して畢生分團と
爲し、各分團を三名乃至四名を一組として學友と爲し、各學生團に、畢生小團長四名、同半小團長八名、同分團
長十六名の役員を設け、｜學期を以て任期と爲し、半小團長以上半数は主事之を特選し、其他は輪番を以て之に
充つることとしたのである。而して役員は、小團長は三個、半小團長は一一個、分團長は一個の眞鏡製直径六分五
厘の星形の肩印を左肩に附して一般團員と塵別し、自ら範を垂れつ夢、舎監の指揮に從って、部下の風紀行状を
監覗せしめたのである。
八名を出してゐる。本部に還附されてゐるところの「第一同卒業證書授與式概略」は、左の通りである。
本月一一十六日本部第一同卒業證書授與式ヲ墨行シタリ今其概略ヲ記サン一一午前八時一一一十分生徒一同氣ヲ付ノ劇
叺ニテ鵠操教員ノ指揮二従ピ式場（運動場）ノ前一一整列ス式場ハ入間二七間ノ假屋ヲ設ヶ其中央二圓臺ヲ裾へ
左右一一花瓶ヲ置ク部長來賓ヲ誘導シ式場二臨ムー同敬禮部長校長一一代り授與式ヲ暴行スル旨ヲ披露シ且其祝詞
ヲ代讃ス次一一書記卒業生徒姓名ヲ朗讃ス了テ部長卒業生一一一拾八名二卒業證書ヲ授與シ尋テ演述ス卒業生総代井
崎貞一郎謝辞ヲ陳フ夫レョリ生徒一同卒業生ヲ祀スルノ軍歌一曲ヲ秦シ式至ク畢ル本日式場一一列シタルモノ各
官衙長官外國領事縣官郡市吏縣會市會議員及外國紳商卒業生徒親戚新聞記者及夫人等無慮百除名ナリシ同日午
後第一時ヨリ西彼杵郡女赫一一於テ端舟競漕會ヲ開設ス豫テ同所ノ消毒所ヲ以テ來濱ノ観覧場一一充テ其傍ヲ海軍
樂隊奏楽ノ所トス其審判ヲ露國海軍大佐カデリウロン氏同中佐へウリフ氏同中佐アカセリーーノソ氏及海軍大射
坂本八郎二托シ競漕一同毎－一楽ヲ秦シ競漕ヲナス七回各々勝敗アリ了テ來賓一同一一立食ヲ供シ第六時散會ス臨
會スルモノ午前一一倍シ最モ盛會ナリシ
右に就いて露國海軍を人に審判を依頼せることも、時勢の然らしむる所と、云ひ知れぬ興味を唆られろ。
警學部の課程は四年であるが、既述の如く、入畢生は斯學修得中で、一一十一一年秋には、第一同卒業生として一一一十
第一同卒業式
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